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副題

□１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 4

□２.環境 □６.景観 5

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号：

■1.省人化 □5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 1
開発目標 ■2.省力化 □6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 2
（選択） ■3.経済性向上 □7.作業環境の向上 □11.品質の向上 3

□4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号：

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（　％）　□2.同程度　□3.低下（　％）　 番号： 1
2.工程 ■1.短縮（　％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　 番号： 1
3.品質・出来型 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
4.安全性 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社
福田道路㈱
日本電気㈱ 販売会社 福田道路㈱ 協会名

会社名： 住所：

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

１）何について何をする技術なのか?
車載ビデオで撮影した路面画像をもとにＡＩを利用して舗装のひび割れ・わだち掘れの
損傷レベルを自動診断する舗装点検技術。

２）従来はどのような技術で対応していたのか?
車載ビデオで撮影した路面画像を熟練技術者が目視診断していた。

３）公共工事のどこに適用できるのか?
アスファルト舗装の点検業務（損傷範囲のスクリーニング）

静岡県浜松市東区和田町714番1

浜松営業所 053-462-3586

齋藤　武文

福田道路株式会社

問合せ先

福田道路株式会社 名古屋市中区栄1-29-19ヤスイビル4F

中部支店
052-218-6820

本間　悟

052-218-6821

053-462-3588

sai t oh1869@f ukudar oad. co. j p

honma1980@f ukudar oad. co. j p

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 マルチファインアイ(MULTI FINE AI)
収受受付年月日 令和3年11月29日

番号：
5

登録No. 1747

平成29年

□1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　■5.その他

変更受付年月日

ビデオ画像をもとにAIを利用して、ひび割れ・わだち掘れの損
傷レベルを自動診断する舗装点検システム

開発年

1-3-3.道路／道路維持修繕工

評価（事前・事後）

分類

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日 登録番号

□1.単独 ■2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

HR-170003-VR 事後評価

活用の効果

目視点検

北陸地方整備局 平成29年12月27日

2(1)

mailto:saitoh1869@fukudaroad.co.jp
mailto:shimizu2236@fukudaroad.co.jp


マルチファインアイ(MULTI FINE AI) 登録No. 1747

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1(2)

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

歩掛は自社歩掛を使用。
労務単価は、国土交通省「設計業務委託等技術者単価」を使用。

「舗装点検要領」(平成28年10月 国土交通省 道路局)

A-2

①計画準備
・点検対象路線の起点、終点、経路、交差点、GPS受信感度等を確認する。
・報告書、帳票の仕様について内容を確認する。
②現地調査
・点検対象区間の起終点の前後を含め、交通流に合わせて走行しながら、路面を撮影する。
③データ解析・処理
・画像データをパソコンに取り込み、ＡＩによりひび割れ・わだち掘れの損傷レベルを自動診断す
る。
④帳票出力
・解析・処理された結果を指定の帳票形式で出力する。

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

直接調査費　1,115,000円/100km
【積算条件】
・調査延長：　100km（車線毎の延べ延長）
・調査項目：　現地踏査、路面性状測定、ＡＩ解析・帳票出力
・路面性状測定：　ビデオカメラを設置した車両による計測

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）

（　パンフレット　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
・診断結果は3～6段階のレベル表示であり、ひび割れ率(%)やわだち掘れ量(mm)ではない。
・調査時の路面は、昼間（明るい）、乾燥路面、アスファルト舗装（カラー舗装除く）が条件であ
る。
・測定車両の位置情報はGPSにより取得するため、トンネル内や高架下は位置情報の精度が下がる。
・濃い影（コントラストが強い）は誤診断の要因となる。

（長　所）
・ＡＩの活用により、損傷レベルの診断を省人化でき、熟練者不足への対応が可能となる。
・ＡＩを用いた自動診断により、短時間で効率的な診断が可能となり、コスト縮減が図れる。
・損傷レベルに基づいて地図上で路線を色分けすることができ、損傷範囲の抽出(スクリーニング)が
できる。

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）

 

 

 

 



登録No. 1747

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
特許番号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

１）残された課題　深層学習による解析後のデータ処理および成果物作成の効率化
２）今後の開発計画　2021年度　自動処理システムの構築

ひび割れ・わだち掘れの損傷レベルの診断結果について、従来技術(目視点検)の診断結果との比
較検証を行い、一致度が高いことを確認した。

実証実験結果

・調査時は、現地の交通規制に従い、安全運転に心がける。
・可能な限り影の少ない時間帯に撮影することで誤判定を減らすことができる。
・可能な限り鮮明な路面を撮影するよう心掛ける。

（適用できる条件）
・昼間（明るい）、乾燥路面、アスファルト舗装（カラー舗装除く）
・軽自動車が通行可能な道路

・1車線毎に計測する必要がある。（2車線の路線は路線延長の2倍で計上する。）
・工事区間、車両通行規制区間等の調査不能箇所、100m未満の路線（右左折レーン、生活道路
等）等の取り扱いについては、発注者と協議する。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 マルチファインアイ(MULTI FINE AI)

A-3

（適用できない条件）
・GPS位置情報の取得ができない路線
・暗い、影が多い、GPS情報の精度が低い等、複数の悪条件が重なる道路（トンネル内、林道等）
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登録No. 1747

実績件数 公共機関： 21 民間：

発　注　者 施工時期
関東地方整備局
東京国道事務所

2021/10～
2021/11

北陸地方整備局
長岡国道事務所

2021/9～
2021/10

近畿地方整備局
姫路河川国道事務所

2021/6～
2021/7

近畿地方整備局
豊岡河川国道事務所

2021/5～
2021/6

北陸地方整備局
羽越河川国道事務所

2021/4～
2021/5

宮城県 2021/6～
2021/7

三条市 2021/4～
2021/5

新潟市 2021/2～
2021/3

三条市 2020/11～
2020/12

札幌市 2020/9～
2020/10

R3・4日東道維持工事

宮城県39号　実証実験
路面性状解析業務

R3東京国道事務所管内舗装点検効
率化検討業務

国道2号バイパス舗装修繕工事

川口地区外道路施設設備工事

豊岡河川国道事務所管内
舗装修繕他工事

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 マルチファインアイ(MULTI FINE AI)

工　事　名

路面性状簡易測定システム試行業務

地域維持型社会インフラ包括的民間
委託　改善検討調査業務

令和２年度新潟市道路舗装点検務
委託

嵐北地区（拡大エリア）路面状況基礎
データ収集業務委託

1

CORINS登録No.
TECRIS登録No.
4046543968

TECRIS登録No.
404636321



登録No. 1747

GISデータ（成果物の活用例） GoogleEarthデータ（成果物の活用例）

帳票の例（標準成果物） 写真帳の例（オプション）

調査状況（動画撮影） 人工知能による判定のイメージ

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 マルチファインアイ(MULTI FINE AI)
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